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大
教
組
は
、
７
月
27
日
（
火
）
府

教
委
交
渉
を
実
施
。
交
渉
の
冒
頭
、

田
中
康
寛
委
員
長
は
「『
教
育
日
本

一
』
と
言
い
な
が
ら
、
校
舎
の
老
朽

化
が
す
す
み
、『
教
育
に
穴
が
あ

く
』
事
態
が
広
が
る
な
ど
、
教
育
条

件
確
立
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
」
を
指

摘
、「
首
長
の
教
育
介
入
を
許
す
こ

と
な
く
、
教
育
委
員
会
と
し
て
自
主

性
を
発
揮
す
る
こ
と
、
子
ど
も
と
教

職
員
を
『
学
力
テ
ス
ト
』
競
争
に
駆

り
た
て
る
施
策
を
見
直
す
こ
と
」
な

ど
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

採
用
増
を
行
う
④
臨
時
・
非

常
勤
教
職
員
の
多
用
は
、
教

育
上
本
来
望
ま
し
い
こ
と
で

は
な
い
、
の
４
点
を
府
教
委

の
基
本
姿
勢
と
し
て
確
認

し
、
定
数
内
講
師
の
縮
減
と

新
規
採
用
増
の
年
次
計
画
策

定
を
府
教
委
に
求
め
ま
し

た
。

　

府
教
委
は
、「
年
次
計
画

の
策
定
に
む
け
た
と
り
く

み
、
検
証
を
開
始
す
る
」
こ

と
を
明
言
。
大
教
組
は
、
教

員
採
用
制
度
に
お
け
る
「
特

別
枠
選
考
制
度
」
の
合
格
率

が
低
い
こ
と
を
指
摘
し
、「
特

別
枠
選
考
制
度
」
の
抜
本
的

改
善
を
要
求
。
定
数
内
講
師

等
で
奮
闘
し
て
い
る
教
員
に

応
え
る
制
度
に
改
善
す
る
こ

と
を
強
く
主
張
し
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
碑
め
ぐ
り

の
分
科
会
に
参
加
し
、
猛

暑
の
中
、
ヒ
ロ
シ
マ
を
歩

き
ま
し
た
。
原
爆
慰
霊
碑

の
前
で
手
を
合
わ
せ
た
と

き
は
、
涙
が
こ
み
上
げ
て

き
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で

も
自
分
に
で
き
る
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
の
大
切
さ

を
強
く
感
じ
た
大
会
で
し

た
。
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
探
し
、
学
び
行
動
し
て

い
き
た
い
で
す
。

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

原
爆
投
下
か
ら
65

年
の
ヒ
ロ
シ
マ
へ

　

１
日
目
は
開
会
総
会
の

後
、
青
年
交
流
会
に
参

加
。
全
国
各
地
か
ら
海
外

の
参
加
者
も
含
め
千
人
以

上
の
青
年
が
集
ま
り
、
様

々
な
活
動
の
交
流
が
行
わ

佐伯 知香さ　　ん
（大教組青年部・豊中）

　

大
教
組
は
、
ま
ず
「
教
育

行
政
は
、
憲
法
と
教
育
の
条

理
に
も
と
づ
き
、
教
育
委
員

会
の
中
立
性
と
自
主
性
を
堅

持
す
る
こ
と
」「
労
使
慣
行

を
引
き
続
き
遵
守
す
る
こ

と
」「
一
般
的
に
教
育
内
容

に
つ
い
て
は
、
命
令
・
強
制

は
な
じ
ま
な
い
こ
と
」
の
３

点
の
確
認
を
求
め
、
府
教
委

　

大
教
組
は
、
習
熟
度
別
学

習
や
全
国
学
力
テ
ス
ト
対
策

の
学
習
指
導
ツ
ー
ル
等
を
押

し
つ
け
て
い
る
実
態
を
つ
き

つ
け
、
府
教
委
を
鋭
く
追
及

し
ま
し
た
。

大
教
組―
始
業
式
の
翌
日
か

ら
習
熟
度
別
授
業
が
始
ま

り
、
毎
日
国
語
と
算
数
で
１

時
間
ず
つ
実
施
。
子
ど
も
の

名
前
も
覚
え
ら
れ
な
い
、
学

級
づ
く
り
が
遅
れ
た
、
学
級

は
了
承
し
ま
し
た
。
次
に
、

「
教
育
課
程
の
編
成
権
は
各

学
校
に
あ
り
、
各
学
校
の
創

意
・
工
夫
は
尊
重
す
る
」
こ

と
を
確
認
。
教
職
員
の
人
事

権
移
譲
に
つ
い
て
は
、「
市
町

村
教
育
委
員
会
の
自
主
的
判

断
を
尊
重
。
人
事
権
移
譲
を

押
し
つ
け
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
」と
回
答
し
ま
し
た
。

・
学
年
全
体
が
落
ち
着
か
な

く
な
っ
た
実
態
を
告
発
。

「
何
％
以
上
習
熟
度
別
授
業

を
す
る
よ
う
に
」
な
ど
と
い

う
画
一
的
指
導
を
や
め
ろ
。

府
教
委―

あ
く
ま
で
各
学
校

の
実
態
、
児
童
・
生
徒
の
実

態
に
応
じ
て
実
施
し
て
い
た

だ
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
習
熟
度
別
授
業
の
実
施
時

数
は
）
弾
力
的
に
考
え
て
よ

い
。

大
教
組―

「
全
国
学
力
テ
ス

ト
」
の
前
日
、
前
々
日
に
過

去
の
問
題
を
練
習
さ
せ
た

り
、
子
ど
も
に
過
度
の
負
担

や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
た

り
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。

府
教
委―

初
め
て
聞
い
て
び

っ
く
り
し
て
い
る
。
子
ど
も

　

大
教
組
は
、
４
人
も
の
講

師
が
１
カ
月
配
置
さ
れ
な
い

と
い
う
、「
教
育
に
穴
が
あ

く
」
学
校
の
実
情
を
資
料
を

も
と
に
つ
き
つ
け
、
府
教
委

の
基
本
姿
勢
を
正
し
、
改
善

策
の
実
行
を
迫
り
ま
し
た
。

大
教
組―

「
教
育
に
穴
が
あ

く
」
事
態
は
、
子
ど
も
に
と

っ
て
は
教
育
権
の
は
く
奪
、

教
職
員
に
と
っ
て
は
労
基
法

違
反
の
人
権
侵
害
、
さ
ら
に

公
教
育
へ
の
信
頼
を
崩
す
も

の
で
あ
る
。

府
教
委―

講
師
が
来
な
く
て

授
業
が
で
き
な
い
、
自
習
に

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
来

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

正
規
教
員
の
雇
用
は
、
子
ど

も
に
と
っ
て
も
継
続
性
を
含

め
て
望
ま
し
い
。

　

大
教
組
は
、
①
教
育
は
正

規
教
員
が
担
う
こ
と
が
基
本

②
定
数
内
講
師
を
計
画
的
に

減
ら
す
③
正
規
教
員
の
大
幅

会
）と
沖
縄
嘉
手
納
基
地

近
く
に
在
住
の
仲
宗
根
ヨ

シ
エ
さ
ん
（
元
寝
屋
川
市

教
組
組
合
員
）
に
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寝
屋
川
で
の
教
員
生
活

を
終
え
、
30
年
ぶ
り
に
沖

縄
に
住
ま
わ
れ
た
仲
宗
根

先
生
か
ら
は
、
子
ど
も
時

代
か
ら
基
地
の
中
の
沖
縄

だ
っ
た
こ
と
を
自
分
の
体

験
を
も
と
に
、
さ
ら
に
現

在
の
嘉
手
納
基
地
の
様
々

な
問
題
（
爆
音
の
被
害
な

ど
）
に
つ
い
て
も
お
話
し

し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

に
「
沖
縄
と
平
和
」
の
大

切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

ー
マ
に
展
示
と
講
演
会
な

ど
を
行
い
、
広
く
市
民
や

子
ど
も
た
ち
に
平
和
の
大

切
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
、
沖
縄
戦

を
体
験
さ
れ
た
海
江
田
登

美
子
さ
ん（
非
核
大
阪
の

　

寝
屋
川
に
は
、
広
島
・
長

崎
で
被
爆
さ
れ
た
方
が
約
２

３
０
名
在
住
さ
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
夏
に
「
戦
争
・
原

爆
展
」
を
協
力
し
て
開
催
、

40
回
近
く
に
な
り
ま
す
。
今

年
は
「
沖
縄
」
を
メ
イ
ン
テ

国
連
事
務
総
長
や
ア
メ
リ

カ
駐
日
大
使
が
参
加
す
る

な
ど
、「
核
兵
器
の
な
い

世
界
」
が
現
実
的
な
目
標

と
な
る
状
況
が
日
々
加
速

し
て
い
ま
す
。
大
教
組
か

ら
は
、
世
界
大
会
に
36
名

の
代
表
団
が
参
加
し
、
核

兵
器
廃
絶
に
向
け
学
習
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

被
爆
65
年
、
今
年
の
世

界
大
会
（
８
月
４
日
〜
６

日
・
広
島
）で
は
、
５
月
の

核
不
拡
散
条
約（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議
で
の
前
進
を

ふ
ま
え
、
核
廃
絶
に
む
け

た
世
論
と
運
動
の
重
要
性

が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
日
の
広
島
市
主
催
の

記
念
式
典
に
は
、
初
め
て

　

被
爆
65
年
を
迎
え
た
今
年
の
夏
も
、
大
阪
府
下
各
地

で
戦
争
や
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
取
り
組
み
（
戦
争
展

・
平
和
の
つ
ど
い
な
ど
）
が
多
彩
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
寝
屋
川
で
の
「
戦
争
・
原
爆
展
」（
７
月
18
日
、19

日
実
施
）は
、
今
年
で
40
回
近
く
を
数
え
、「
沖
縄
」を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

自ら体験した沖縄戦について語る海江田さん

核兵器廃絶への思いを一層強めた▶
大教組代表団
（８.４広島県立総合体育館前にて）

約8000人が参加して
行われた開会総会▼

原水爆禁止2010年世界大会原水爆禁止2010年世界大会――広島広島

2010年 非核のための寝屋川戦争・原爆展

府教委の主な回答事項
〈基本事項〉
○ 教育行政は、憲法の理念と原則を堅持し、地方
教育行政の自主性を保持してすすめる。
○ 大教組との事前協議を含む従来からの労使慣行
を遵守する。

〈教育内容・学習指導要領等〉
○ 一般的に教育内容については、命令・強制はな
じまない。
○ 各学校に教育課程編成権があり、各学校の創意
・工夫を尊重する。
○ （習熟度別指導を）一方的に年がら年中実施して
ほしいとは考えていない。あくまで各学校の実
態、児童・生徒の実態に応じて実施していただ
くものと考えている。（習熟度別指導の実施時
数は）弾力的に考えてよい。
○ 標準時数の上乗せや長期休業期間の削減は、強
要しない。

〈全国一斉学力調査・府一斉学力調査〉
○ 「全国一斉学力調査」「府一斉学力調査」への参
加・不参加は、市町村教委が判断すべきもので
あり、主体的な決定は尊重する。
○ 子どもに過度の負担をかけたり、子どもを追い
込んだりする指導は、適切ではない。
○ 「中学校学校力向上プロジェクト事業」「市町村
支援プロジェクト事業」、府教委が作成した学
習指導ツール等は、強制するものではない。

〈教育施策全般〉
○ 学校選択制はプラス面がある反面、教育の機会
均等を損なうという懸念、学校の序列化や学校
間格差の発生、学校と地域社会の結びつきが弱
まるなどの課題があると認識している。適正就
学の観点を踏まえ、特定の学校を忌避すること
や教育の機会均等が損なわれることがないよう
指導する。
○ 教職員人事権移譲に対する市町村教委の自主的
判断は、尊重する。府教委の考えを押しつける
ことはない。
○ 教員免許制度の抜本的な見直しにあたり、見直
しの全体像や実施時期等の工程を明らかにする
等、国において混乱を防ぐための必要な措置を
早急にとるよう要望している。

〈教育条件整備等〉
○ 子ども一人ひとりと向き合い、きめ細かな教育
を実践していくためには、教職員の確保が不可
欠。国の責任で次期教職員定数改善計画を策定
するよう、国に対し教育現場の実態や教職員の
声を届け、強く働きかける。
○ 「講師が配置されないので授業ができない、自

習になる」ということは、本来あってはならな
いと認識している。
○ 定数内講師を計画的に減らす。年齢構成を考え
て正規教員を増やす方向である。計画の策定に
向けたとりくみ、検証を開始する。

〈労働安全衛生対策〉
○ 「勤務時間把握」が超過勤務の縮減につながる
実効あるものとなるよう、大教組と十分な協議
を行う。
○ 府立学校における６月・７月の「勤務時間把
握」結果を受け、その結果検証について、また
制度そのもののあり方を含めた問題点や課題を
明らかにするため、大教組と協議する。
○ 市町村教育委員会に対しても、（府立学校と）
同様の措置が取られるよう働きかける。
○ 教職員のメンタルヘルスは、非常に重要課題で
対策を着実にやっていきたい。また、初任者に
対しての労働安全衛生に関する教育の推進をは
かるよう、安全衛生管理者に働きかける。
○ 府立学校において安全衛生委員会の開催回数が
増えるよう考えていきたい。

〈評価・育成システム〉
○ 府教委が実施した「評価・育成システムアンケ
ート」の結果にもとづき、大教組と協議を行
う。

学校現場の実態にもとづき、府教委を追及する大教組執行部

学習会に168人が参加。主催は明るい民主大阪府政をつくる会と府民要求連絡会（７月15日）

　
「
プ
ラ
ン
」
は
現
行
の
「
財

政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
」（
２

０
０
８
〜
10
年
度
）の
あ
と

を
継
ぎ
、
11
〜
13
年
度
を
取

り
組
み
期
間
と
し
て
い
ま

す
。「
素
案
」で
は
、「
歳
入
歳

出
改
革
」「
国
へ
の
制
度
提

言
」「
公
務
員
制
度
改
革
」「
財

政
運
営
の
あ
り
方
」
が
「
改

革
」
の
４
つ
の
柱
に
位
置
付

け
ら
れ
、
３
年
間
で
毎
年
６

０
０
億
円
、
計
１
８
０
０
億

円
の
財
政
効
果
を
生
み
出
す

と
し
て
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
私
学
助
成
削
減
の
継

続
、
福
祉
４
医
療
制
度
の
見

直
し
な
ど
府
民
施
策
の
切
り

捨
て
を
打
ち
出
す
と
と
も

に
、「
素
案
」の
な
か
で
は
じ

め
て
「
府
営
住
宅
の
半
減
」

と
い
う
方
針
も
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
「
収
支
不

足
へ
の
対
応
」
と
し
て
、
不

当
に
も
職
員
給
与
の
時
限
カ

ッ
ト
の
継
続
を
明
記
し
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
府
の
借
金

を
生
み
出
し
て
き
た
大
型
開

発
は
聖
域
化
し
、
巨
額
の
無

駄
遣
い
と
な
る
Ｗ
Ｔ
Ｃ
購
入

・
府
庁
移
転
に
は
ひ
と
言
も

ふ
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
「
プ
ラ
ン
」

の
本
質
は
、
①
国
に
対
し
て

「
地
域
主
権
」
の
名
に
よ
る

道
州
制
の
実
現
を
求
め
、
②

み
ず
か
ら
は
道
州
制
を
先
取

り
し
て
、
大
阪
府
の
機
能
解

体
、
府
民
の
く
ら
し
・
教
育

を
支
え
る
府
の
責
任
を
投
げ

捨
て
、
③
府
職
員
・
教
職
員

に
対
し
て
は
、「
公
務
員
改

革
」
と
称
す
る
給
与
制
度
・

任
用
制
度
の
大
改
悪
を
行
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　

大
教
組
・
府
労
組
連
は
、

広
範
な
府
民
、
諸
団
体
と
の

共
同
を
強
め
、
橋
下
府
政
に

対
す
る
包
囲
網
を
つ
く
り
、

「
プ
ラ
ン
」
撤
回
に
向
け
全

力
を
あ
げ
ま
す
。

　

府
当
局
は
８
月
５
日
、「
大
阪
府
財
政
構
造
改
革
プ

ラ
ン
《
素
案
》」
を
公
表
し
ま
し
た
。
今
後
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
で
府
民
の
意
見
を
募
り
、
９
月
府
議
会
の

審
議
を
経
て
最
終
案
を
確
定
さ
せ
る
と
し
て
い
ま
す
。

当
初
提
案
の
「
た
た
き
台
」
に
続
き
、
今
回
、「
素

案
」
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
橋
下
府
政
が
す

す
め
よ
う
と
し
て
い
る
、
あ
ら
た
な
「
改
革
」
な
る
も

の
の
内
容
が
い
っ
そ
う
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

労
使
慣
行
・
教
育
課
程

教
職
員
の
人
事
権
移
譲
に
つ
い
て

「
市
町
村
教
育
委
員
会
の
自
主
的
判
断
。

押
し
つ
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」府
教
委

学
力
テ
ス
ト
・
テ
ス
ト
対
策
問
題

の
緊
張
を
高
め
た
り
、
子
ど

も
た
ち
を
追
い
こ
ん
だ
り
す

る
こ
と
は
、
適
切
で
は
な

い
。
子
ど
も
に
過
度
の
負
担

を
か
け
る
こ
と
は
、
当
然
納

得
が
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
中
学
校
学
校
力
向
上
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
学
習
指
導
ツ

ー
ル
等
は
、
押
し
つ
け
る
も

の
で
は
な
い
。

　

長
年
の
運
動
と
、
国
民
的

世
論
を
反
映
し
て
、
中
央
教

育
審
議
会
・
初
等
中
等
教
育

分
科
会
は
、
７
月
26
日
に
公

立
小
中
学
校
の
学
級
編
成
基

準
の
引
き
下
げ
と
教
職
員
定

数
の
改
善
を
求
め
る
提
言
書

を
文
部
科
学
省
に
提
出
し
ま

し
た
。
大
教
組
は
、
国
の
責

任
、
国
の
財
源
で
少
人
数
学

級
の
実
現
と
教
職
員
定
数
改

善
計
画
の
策
定
を
行
う
よ

う
、
府
教
委
と
し
て
国
に
要

求
す
る
こ
と
を
強
く
主
張
し

ま
し
た
。

大
教
組―

国
の
責
任
で
少
人

数
学
級
の
実
現
と
教
職
員
定

数
改
善
計
画
の
策
定
を
す
る

よ
う
、
府
と
し
て
働
き
か
け

る
よ
う
強
く
要
求
す
る
。

府
教
委―

子
ど
も
一
人
ひ
と

り
と
向
き
合
い
、
き
め
細
か

な
教
育
実
践
を
し
て
い
く
た

め
に
は
、
教
職
員
の
確
保
が

不
可
欠
。引
き
続
き
、国
に
対

し
次
期
定
数
改
善
計
画
の
策

定
を
強
く
働
き
か
け
る
。
５

カ
年
と
か
６
カ
年
と
か
、
計

画
的
に
定
数
改
善
が
で
き
る

よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い
。

少
人
数
学
級
・
教
職
員
定
数
増

（「
大
阪
府
学
力
調
査
」）参
加
は
、市
町
村
教
委
の
主
体
的

判
断
。子
ど
も
に
過
度
の
負
担
を
か
け
る
こ
と
、著
し
い
精

神
的
苦
痛
を
伴
う
指
導
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い

府
教
委

　
　
　
「
大
阪
府
学
力
調
査
」や
め
よ
。「
テ
ス
ト

対
策
」等
で
子
ど
も
と
教
育
を
ゆ
が
め
る
な

大
教
組

「
教
育
に
穴
が
あ
く
」
問
題

計
画
に
向
け
た
と
り
く
み
、検
証

を
開
始
し
ま
す

　
　

定
数
内
講
師
の
縮
減
、
新
規

採
用
増
を
年
次
計
画
で
す
す
め
よ

府
教
委

大
教
組

「
核
な
き
世
界
」へ
確
か
な
一
歩

「
核
な
き
世
界
」へ
確
か
な
一
歩

被爆65年、平和への思いを語る

究
極
の
府
民
い
じ
め
、職
員
い
じ
め

大型開発・WTC府庁移転は〝聖域〟大型開発・WTC府庁移転は〝聖域〟
「道州制・大阪府解体」を実行へ「道州制・大阪府解体」を実行へ

「
府
学
力
調
査
」や
め
、教
育
条
件
整
備
を

府教委「『教育に穴があく』という事態は、
 本来あってはならない」 本来あってはならない」

府
「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン（
素
案
）」公
表

給
与
時
限
カ
ッ
ト

継
続
を
明
記

教育要求書を手交する田中委員長

府
教
委
交
渉


